
3
３

月
が つ

 食育
し ょくいく

だより 
 ２０２３年

ねん

３月
がつ

   あいせん保育園
ほいくえん

 

ようやく寒
さむ

さが緩
ゆる

み、春
はる

の 訪
おとず

れを感
かん

じられるようになってきました。今年度
こんねんど

もいよいよ最後
さいご

の

月
つき

で、進 級
しんきゅう

、卒 園
そつえん

の時期
じ き

ですね。毎 日
まいにち

の 給 食
きゅうしょく

や 食 育
しょくいく

活 動
かつどう

が、子
こ

どもたちの思
おも

い出
で

になっ

てくれればと思
おも

います。 

たの

『日本
にほん

歳時記
さ い じ き

』には、江戸
え ど

時代
じだい

、ひなまつりでよもぎもちを食
た

べ、

桃花
とうか

酒
しゅ

を飲
の

み、よもぎもちを親戚
しんせき

に送
おく

るとあります。桃花
とうか

酒
しゅ

とは、桃
もも

の花
はな

を浸
ひた

した酒
さけ

で、病
やまい

を治
なお

し顔色
かおいろ

がよくなる効果
こうか

があると 考
かんが

えら

れていました。 

 ひしもちは魔
ま

よけを意味
い み

するひし形
がた

に切
き

ったもちのことで、室町
むろまち

時代
じだい

から祝
いわ

いの席
せき

などで用
もち

いられていたようです。ひなまつりのひし

もちは、草
くさ

もちをひし形
がた

に切
き

ったもので、江戸
え ど

時代
じだい

初期
しょき

あたりから、

ひなまつりに供
そな

えられていました。やがて三
さん

色
しょく

のもちを使
つか

った３段
だん

がさねのひしもちへと変
か

わっていきました。 

 

 

三
さん

色
しょく

のひしもちは、 

赤
あか

・・桃
もも

の花
はな

 

白
しろ

・・山
やま

の残雪
ざんせつ

 

緑
みどり

・・新 緑
しんりょく

 

をあらわしています。 

他
ほか

にも 彩
いろど

りがきれいなひなあられ、は

まぐりの潮 汁
うしおじる

などひなまつりならでは

の食
た

べ物
もの

が色々
いろいろ

あります。  

 ひなまつりは子
こ

どもたちの無病息災
むびょうそくさい

を

祈
いの

る行事
ぎょうじ

です。家族
かぞく

でひなまつりの由来
ゆらい

を話
はな

し、ひなまつりならではのお食事
しょくじ

を

楽
たの

しみましょう。 

3月
がつ

24日
にち

は、うちゅう組
くみ

さんからの

リクエスト
り く え す と

給 食
きゅうしょく

です。 

 

 昼 食
ちゅうしょく

 

ごはん、おかかふりかけ  

鶏
とり

の唐
から

揚
あ

げ ポテト
ぽ て と

フライ
ふ ら い

  

付
つけ

）ｽﾊﾟｹﾞﾃｨ
す ぱ げ て ぃ

ｿﾃｰ
そ て ー

、ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ
ぶ ろ っ こ り ー

  

もやしのナムル
な む る

  

白菜
はくさい

の豆 乳
とうにゅう

ｽｰﾌﾟ
す ー ぷ

  

いちご 

 

3時
じ

おやつ 

醤油
しょうゆ

ラーメン
ら ー め ん

 

食事
しょくじ

で一番
いちばん

大
だい

事
じ

なのは「楽
たの

しむこと」 

食
た

べることは生
い

きる為
ため

の大
たい

切
せつ

なことであり、一番
いちばん

大
だい

事
じ

なのは「食事
しょくじ

を楽
たの

しむ」ということです。大人
おとな

になって回
まわ

りの目
め

が気
き

になるので子
こ

どものうちか

らしつけをしがちですが子
こ

どもにとっては時
とき

に

ストレス
す と れ す

を生
う

んでしまうものです。子
こ

どもの食
た

べ

方
かた

や食事時
しょくじどき

のマナー
ま な ー

に関
かん

してはおおらかな気分
きぶん

で、大人
おとな

もストレス
す と れ す

を感
かん

じない程度
ていど

に取
と

り組
く

みま

しょう。子
こ

どもが散
ち

らかして食
た

べたら、ママ
ま ま

も一緒
いっしょ

になって散
ち

らかして子
こ

どもをびっくりさせてみ

る。それぐらいの余裕
よゆう

を持
も

ってぜひお子
こ

さんと楽
たの

しい食事
しょくじ

をとってください。 

うちゅう組
くみ

さん 

ご卒園
そつえん

おめでとうございます！ 


